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二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
地
震
と
津
波
か
ら
数
時
間
の
う
ち

に
東
北
地
方
は
世
界
の
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
数
カ
月
、

福
島
原
発
の
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
に
対
す
る
一
般
の
認
識
が
広
ま
る
に
つ
れ
、
世

界
の
関
心
は
東
北
に
注
が
れ
つ
づ
け
た
。
ポ
ス
ト
三
・
一
一
東
北
に
た
い
す

る
「
緊
急
民
族
誌
」
へ
の
呼
び
か
け
に
多
く
の
声
が
応
じ
、
新
境
地
が
開

か
れ
つ
づ
け
て
い
る（

（
（

。
だ
が
、
お
そ
ら
く
あ
ま
り
に
当
た
り
前
す
ぎ
る
せ
い

だ
ろ
う
が
、
あ
る
一
つ
の
問
題
が
こ
れ
ま
で
精
査
さ
れ
ず
に
き
た
。
そ
れ
は

「
東
北
」
そ
の
も
の
の
概
念
だ
。

　
著
者
は
、
戦
後
期
、
三
・
一
一
以
前
の
こ
の
国
の
言
論
に
お
け
る
東
北
概

念
に
分
析
の
照
準
を
定
め
、
東
北
と
い
う
他
者
を
つ
う
じ
て
日
本
を
新
た
に

イ
メ
ー
ジ
し
直
そ
う
と
す
る
「
戦
後
思
想
」
の
系
譜
を
、
綿
密
な
裏
付
け

と
説
得
力
の
あ
る
語
り
口
で
追
う
。「
文
献
に
残
る
日
本
史
の
多
く
」
が
東

ネ
イ
サ
ン
・
ホ
プ
ソ
ン

『
野
蛮
か
ら
高
貴
へ

―
日
本
戦
後
思
想
の
中
の
東
北
地
方
、

 

一
九
四
五
―
二
〇
一
一
』
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シ
ェ
ー
ン
・
ド
ー
ル

北
を
「
野
蛮
で
後お
く

れ
た
」
場
所
と
と
ら
え
て
き
た
（p. 2

）。
こ
う
い
う
傲
慢

な
描
写
は
、
八
世
紀
以
来
の
ヤ
マ
ト
の
植
民
地
主
義
に
対
す
る
東
北
人
の
抵

抗
を
反
映
し
て
い
る
（p. 32

）。
し
か
し
第
二
次
大
戦
以
後
、
東
北
と
い
う

言
葉
の
持
つ
意
味
に
変
化
が
起
き
、「
戦
後
的
価
値
創
造
の
た
め
の
特
権
的

な
場
」、「
国
家
再
発
見
…
…
と
い
う
日
本
の
言
説
の
中
で
浮
遊
す
る
…
…

記シ
ニ
フ
ィ
ア
ン

号
表
現
と
な
っ
た
」（pp. 1–2

）。

　
日
本
の
最
初
の
植
民
地
と
し
て
の
東
北
は
、
戦
後
知
識
人
に
よ
っ
て
「
日

本
の
主
流
に
虐
げ
ら
れ
、
抑
圧
さ
れ
、
無
視
さ
れ
た
高
潔
な
る
犠
牲
者
、
価

値
と
伝
統
の
周
縁
的
保
存
先
」
へ
と
役
柄
を
変
え
た
（p. 8

）。
戦
後
日
本
を

覆
う
憂
鬱
と
、
帝
国
秩
序
へ
の
反
感
が
強
ま
る
中
で
、
異
種
の
祖
先
を
持
つ

東
北
の
過
去
と
の
つ
な
が
り
に
、
贖
罪
の
可
能
性
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

終
戦
に
至
る
ま
で
、
東
北
人
に
た
い
す
る
曖
昧
な
呼
称
だ
っ
た
「
蝦え
み
し夷
」
と
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は
原
ア
イ
ヌ
の
こ
と
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
日
本
人
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ

て
き
た
（p. 40

）。
し
か
し
戦
後
に
な
る
と
蝦
夷
へ
の
見
方
が
変
わ
り
、
東

北
人
は
人
種
的
に
日
本
人
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
東
北
の
歴
史
遺

産
は
（
政
治
的
で
は
な
く
）
人
種
的
に
日
本
に
属
す
る
と
い
う
主
張
に
よ
っ

て
、
戦
後
の
思
想
家
は
、
日
本
が
「
誤
っ
た
回
り
道
を
す
る
以
前
の
歴
史
の

広
が
り
」
に
戻
る
た
め
の
、
時
間
の
扉
を
開
い
た
の
で
あ
る
（p. 6

（
（
（

）。

　
著
者
の
分
析
の
ア
ー
チ
に
お
い
て
、
東
北
は
戦
後
日
本
人
に
と
っ
て
祖
先

の
「
価
値
と
美
徳
」
が
染
み
こ
ん
だ
「
凪
の
時
代
」（p. 10

）
を
思
い
描
く

こ
と
の
で
き
る
場
の
世
界
に
な
り
、
そ
れ
が
「
近
代
の
諸
悪
へ
の
万
能
薬
」

（p. 6

）
た
り
え
た
。
こ
う
し
た
戦
後
思
想
は
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
プ
リ
ミ

テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
や
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
に
歴
然
と
現
れ
る
と
著
者
は
言
う
。
た
と

え
ば
宮
崎
駿
の
『
も
の
の
け
姫
』
の
主
人
公
ア
シ
タ
カ
は
、「『
日
本
』
の
文

化
や
近
代
の
諸
相
を
代
表
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
敵
対
者
」
に
立
ち
向
か
う
蝦
夷

の
王
子
だ
（pp. 16–17

）。
一
九
七
〇
年
大
阪
万
博
記
念
公
園
の
中
心
に
立

つ
岡
本
太
郎
の
『
太
陽
の
塔
』
は
、
一
九
六
〇
年
代
末
か
ら
七
〇
年
代
初

め
に
か
け
て
岡
本
自
身
が
先
頭
に
立
っ
た
「
縄
文
ブ
ー
ム
／
ジ
ョ
ー
モ
ニ
ズ

ム
」
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
（p. 203

）。
そ
し
て
あ
の
『
お
し
ん
』

―

日
本
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
史
上
最
大
の
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
こ
の
作
品
は
、「
国

家
の
神
聖
な
る
過
去
の
中
心
地
、
特
権
の
場
と
し
て
の
東
北
の
先
行
イ
メ
ー

ジ
」
を
感
傷
的
に
描
い
て
み
せ
た
（p. 16

）。

　
本
書
が
語
る
歴
史
は
、
一
九
五
〇
年
三
月
二
十
二
日
の
岩
手
県
平
泉
、
こ

の
地
方
を
何
代
に
も
わ
た
っ
て
統
治
し
た
藤
原
氏
の
ミ
イ
ラ
化
し
た
数
体
の

遺
体
か
ら
始
ま
る
。こ
の「
瞬
間
、戦
後
特
有
の
東
北
学
が
始
ま
っ
た
」（p. 21

）。

藤
原
一
族
の
ミ
イ
ラ
の
形
態
学
的
分
析
に
よ
っ
て
、
蝦
夷
が
原
ア
イ
ヌ
で
は

な
い
こ
と
が
分
か
る
と
、
独
立
し
て
い
る
が
民
族
的
に
は
日
本
人
で
、
京
都

に
比
肩
す
る
政
体
と
し
て
の
平
泉
と
い
う
概
念
に
た
ち
ま
ち
弾
み
が
つ
い
た
。

ア
イ
ヌ
祖
先
説
と
い
う
言
葉
の
軛
く
び
き

が
蝦
夷
か
ら
と
れ
て
、
東
北
は
民
衆
の
頭

の
中
に
あ
っ
た
「
不
名
誉
な
」
地
位
か
ら
解
放
さ
れ
、
戦
後
の
自
己
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
構
築
が
可
能
に
な
っ
た
。

　
こ
こ
に
一
つ
残
さ
れ
た
問
題
は
、
国
家
再
発
見
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
の
役
割

で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
は
蝦
夷
と
違
い
、
戦
後
の
言
説
空
間
に
お
い
て
「
高
貴
な

蛮
人
」
と
は
み
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
民
族
的
「
日
本
人
」
で
は
な
い
か
ら
だ
。

東
北
学
者
、
高
橋
富
雄
（
一
九
二
一
―
二
〇
一
三
）
の
「
も
し
東
北
の
歴
史

と
文
化
が
異
人
（
ア
イ
ヌ
）
の
民
族
的
・
人
種
的
遺
産
か
ら
生
れ
た
の
な
ら
、

［
蝦
夷
は
］
無
視
さ
れ
て
い
た
は
ず
だ
」
と
い
う
説
を
、
著
者
は
民
族
的
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
新
た
な
典
拠
と
と
ら
え
た
（p. 139

）。
た
だ
し
戦
後
の

言
論
の
中
で
ア
イ
ヌ
が
卑
賤
の
存
在
で
あ
り
つ
づ
け
た
の
か
、
あ
る
い
は
単

に
無
視
さ
れ
た
の
か
は
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
東
北
を
考
え
る
と
き
、
少

な
く
と
も
ア
イ
ヌ
の
不
在
や
そ
の
痕
跡
と
い
う
点
で
、
こ
の
ア
イ
ヌ
問
題
は

き
わ
め
て
重
要
だ
と
評
者
は
考
え
る
。

　
著
者
の
分
析
は
綿
密
で
詳
細
だ
が
、
対
象
が
平
泉
や
東
北
の
太
平
洋
側
の

諸
県
に
偏
り
、
秋
田
や
山
形
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
青
森
に
つ
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い
て
は
後
段
で
（
は
あ
る
が
、
重
要
な
）
三
内
丸
山
遺
跡
の
こ
と
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
（p. 206

）。
著
者
の
分
析
視
座
に
限
界
が
あ
る
の
は
理
解
で
き
る
。

彼
も
言
う
よ
う
に
平
泉
の
藤
原
ミ
イ
ラ
が
蝦
夷
に
つ
い
て
の
人
種
的
想
定
を

掘
り
崩
す
の
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
か
ら
だ
。
平
泉
の
中
心
寺
院
、
中

尊
寺
は
三
・
一
一
後
数
カ
月
し
て
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
指
定
さ
れ
、
平

泉
の
妥
当
性
を
さ
ら
に
押
し
上
げ
た
（pp. 152–55

）。
し
か
し
、
一
般
の
人

び
と
の
頭
の
中
に
あ
る
東
北
イ
メ
ー
ジ
は
、
著
者
の
説
が
暗
示
す
る
よ
う
に

構
成
地
域
の
集
合
体
で
あ
り
、
政
治
エ
リ
ー
ト
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。

　
秋
田
県
の
男
鹿
半
島
や
山
形
県
庄
内
地
方
な
ど
日
本
海
沿
い
の
地
域
も
、

東
北
に
つ
い
て
の
一
般
認
識
や
「
戦
後
思
想
」
に
決
定
的
に
影
響
し
た
。
た

と
え
ば
男
鹿
半
島
の
奇
怪
な
「
な
ま
は
げ
」
は
長
年
首
都
圏
で
学
術
的
想
像

力
を
炎
上
さ
せ
て
き
た（

（
（

。
平
泉
の
ミ
イ
ラ
に
匹
敵
す
る
の
は
、
庄
内
地
方
の

即
身
仏
で
あ
る（

（
（

。
む
ろ
ん
平
泉
は
著
者
が
た
ど
る
学
術
論
争
の
軸
で
は
あ
る

が
、
東
北
の
他
の
場
所
も
戦
後
の
東
北
を
新
た
に
想
像
し
直
す
作
業
に
貢
献

し
て
き
た
。
東
北
と
い
う
概
念
に
は
、
一
冊
の
テ
キ
ス
ト
で
は
語
り
つ
く
せ

ぬ
素
材
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

　
や
む
を
得
ぬ
限
界
は
あ
る
も
の
の
、
本
書
は
画
期
的
な
仕
事
だ
。
東
北
学

の
批
判
的
検
証
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
内
部
に
歴
史
的
に
重
要
な
変
化
を

も
た
ら
す
も
の
で
も
あ
り
、
そ
こ
か
ら
戦
後
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
そ
の
持

続
効
果
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
議
論
が
期
待
で
き
る
。
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